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大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

創
立
25
周
年
記
念
講
演
会
と
現
在

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

卒
業
生
・
修
了
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

看
護
学
実
習
を
終
え
て

研
究
紹
介



　
　
　
　
　

理
事
長
・
学
長�

村
嶋
　
幸
代

　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
は
、
１
９
９
８
年

４
月
に
創
立
さ
れ
、
６
月
19
日
に
創
立
記
念
式

典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
４
年
後
に
は
修
士
課

程
、
そ
の
２
年
後
に
は
博
士
課
程
を
開
設
す
る

な
ど
、
順
調
に
大
学
と
し
て
の
形
を
整
え
て
き

ま
し
た
。
本
年
度
、
２
０
２
３
年
度
は
、
創
立

後
25
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

創
立
25
周
年
を
記
念
し
、
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
初
代
学
長
で
あ
る
草
間
朋
子

名
誉
学
長
が
、
第
49
回
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
を
受
章
さ
れ
た
の
で
、
９
月

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
最
初

に
２
つ
の
講
演
会
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
本
学

の
現
在
を
述
べ
ま
す
。

１
．
６
月
19
日（
月
）：
創
立
25
周
年
記
念
講
演
会

「
研
究
倫
理
と
実
践
に
お
け
る
倫
理
」

　

近
年
、
研
究
や
実
践
を
行
う
上
で
の
倫
理
的

課
題
が
強
く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
研
究
遂
行
上
の
重
要
な
指
針
「
人
を
対
象

と
す
る
生
命
科
学
・
医
学
系
研
究
に
関
す
る
倫

理
指
針
」（
以
下
、
倫
理
指
針
）
が
令
和
３
年

６
月
に
施
行
さ
れ
、
今
も
改
訂
が
重
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
講
演
会
の
テ
ー
マ
に
研
究
倫
理
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
２
部
構
成
と
し
、
教
職
員
・
大
学

院
生
、
看
護
関
係
者
等
75
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
１
）

研
究
倫
理
・
安
全
委
員
会
草
野
淳

子
委
員
長
（
小
児
看
護
学

教
授
）

　

 　



解
説
：「
人
を
対
象
と
す
る
生
命
科

学
・
医
学
系
研
究
に
関
す
る
倫
理

指
針
」
の
改
定
に
つ
い
て

（
２
）
麻
原
き
よ
み
先
生
（
聖
路
加
国
際

大
学
大
学
院

看
護
学
研
究
科
長
・

教
授
）

　

 　



講
演
：「
研
究
倫
理
と
実
践
に
お
け

る
倫
理
」

　

麻
原
先
生
は
、
長
野
県
松
本
市
の
保
健
師
と

し
て
勤
務
後
、
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
博
士
課
程
で
博
士
（
保
健
学
）
を
取
得

（
１
９
９
７
年
）
し
、
公
衆
衛
生
看
護
学
・
看

護
倫
理
学
の
分
野
で
幅
広
く
活
躍
中
で
す
。
東

日
本
大
震
災
時
の
放
射
線
事
故
の
際
は
、
福
島

で
支
援
活
動
を
行
い
、「
保
健
師
の
放
射
線
お

よ
び
放
射
線
防
護
に
関
す
る
教
育

：

現
状
と

今
後
に
向
け
て
」
を
編
集
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

ご
講
演
の
前
半
「
研
究
倫
理
」
で
は
、
研
究

倫
理
の
歴
史
、
理
念
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
解
説

さ
れ
、
研
究
者
の
不
正
防
止
と
そ
の
体
制
に
も

触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
「
実
践
に
お
け
る
倫
理
」
で
は
、

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

創
立
25
周
年
記
念
講
演
会
と
現
在

①
実
践
を
倫
理
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
、
②
保

健
医
療
現
場
で
見
逃
さ
れ
る
倫
理
問
題
（
意
思

決
定
の
在
り
方
、
組
織
の
要
因
、
看
護
職
自
身

のw
ell-being

等
）
に
つ
い
て
、
豊
富
な
実
践

例
を
交
え
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。「
看
護
師
の

実
践
そ
の
も
の
が
倫
理
的
実
践
」で
あ
り
、ナ
ー

ス
は
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
や
す
い
職
種
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に

は
、
ナ
ー
ス
自
身
が
ケ
ア
さ
れ
る
必
要
性
に
触

れ
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
時
の
大
変

な
状
況
を
想
起

し
、
聴
衆
も
感

情
が
ゆ
さ
ぶ
ら

れ
る
場
面
が
あ

り
ま
し
た
。

　

麻
原
先
生
の

学
識
と
見
識
、

正
義
感
、
感
性

の
豊
か
さ
が
示

さ
れ
た
講
演
で

し
た
。

２
．
９
月
16
日（
土
）：
草
間
朋
子
名
誉
学
長
、

第
49
回
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

記
章
受
章
記
念
講
演
会
と
祝
賀
会

 1)　
受
章
と
本
学
と
の
関
係

　

草
間
名
誉
学
長
の
主
な
受
章
理
由
は
、
放
射

線
看
護
の
開
拓
で
す
。
ま
た
、
診
療
看
護
師

（
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
：
Ｎ
Ｐ
）
の

養
成
を
、
日
本
で
最
初
に
開
始
、
発
展
さ
せ
て

き
た
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
も
、
草
間
先
生
の
本

学
の
理
事
長
・
学
長
時
代
の
活
動
が
基
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
院
生
３
人
か

ら
始
め
た
Ｎ
Ｐ
教
育
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

Ｎ
Ｐ
教
育
大
学
院
協
議
会
の
創
設
に
つ
な
が

り
、
２
０
２
３
年
９
月
現
在
、
加
入
校
15
校
、

修
了
生
７
５
９
人
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

 2)　

  

講
演
「
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
創
立
時

の
想
い
と
発
展
へ
の
期
待
」

　

講
演
で
は
、
創
立
時
に
「
科
学
」「
県
立
」
を

重
視
し
た
こ
と
、
特
色
あ
る
７
つ
の
講
座
／
研
究

室
を
置
い
た
こ
と
、
２
０
０
８
年
に
診
療
看
護
師

（
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
：
Ｎ
Ｐ
）
の
教
育

を
開
始
し
た
こ
と
等
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

本
学
へ
の
期
待
と
し
て
、「
活
力
あ
る
、
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
た
大
学
」「
時
代
・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
進
化
・
発
展
し
続
け
る
大
学
」「
卒
業
生
・

修
了
生
等
が
〝
自
分
達
の
大
学
〟
と
し
て
何
時

で
も
立
ち
寄
れ

る
大
学
」
を

挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
草
間
先
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
本
学
に
対
す

る
熱
い
想
い
を

改
め
て
感
じ
た

講
演
で
し
た
。

　

高
校
生
を
含

め
て
、
１
０
２

名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

 3)　

  

国
際
看
護
学
研
究
室
の
歴
代
教
授
の
出
席

と
ソ
ウ
ル
大
学
看
護
学
部
長
か
ら
の
お
花

　

国
際
看
護
学
研
究
室
の
歴
代
４
教
授
の
内
、

洪
麗
信
、
金
順
子
、
李
笑
雨
の
３
先
生
が
ご
出

席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
洪
先
生
か
ら
は
日
本
語
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と
英
語
・
韓
国
語
か
ら
な
る
ス
ピ
ー
チ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
姉
妹
校
で
あ
る
ソ
ウ
ル

大
学
看
護
大
学
校
の
朴
妍
煥
看
護
学
部
長
か

ら
、
胡
蝶
蘭
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 4)　
祝
賀
会

　

祝
賀
会
で
は
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
修
了
生

た
ち
が
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
本
学
の
前
身
、

大
分
県
立
厚
生
学
院
の
同
窓
会
「
草
の
実
会
」

の
佐
藤
玉
枝
会
長
、本
学
同
窓
会
「
四
つ
葉
会
」

の
荒
木
章
裕
副
会
長
か
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
本
学
の
設
置
準
備
室
に
勤
務
さ
れ

た
青
野
浩
志
氏
（
現
・
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事
）
の
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

３
．
現
在
ま
で
の
発
展
と
今
後

　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
は
、
こ
の
25
年
間

に
、
１
７
８
６
名
の
学
部
卒
業
生
、
３
１
１
名

の
修
士
修
了
生
、
32
名
の
博
士
を
社
会
に
送
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
生
・
修
了
生

た
ち
は
、
大
分
県
を
始
め
、
全
国
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

本
学
は
、
時
代
の
変
化
と
共
に
、
進
化
・
発

展
し
、
看
護
の
最
先
端
を
切
り
拓
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
、
常
に
、
建
学
の
精
神
「
看
護
学

の
考
究
」「
心
豊
か
な
人
材
の
育
成
」「
地
域
社

会
へ
の
貢
献
」
が
基
軸
に
あ
り
ま
し
た
。

 1)　
学
部
教
育

　

２
０
１
１
年
に
は
、
医
療
の
進
歩
に
伴
い
、

実
践
力
の
高
い
看
護
師
を
教
育
す
る
こ
と
に
注

力
す
る
た
め
、
学
部
は
看
護
師
教
育
に
特
化

し
、
修
士
課
程
に
保
健
師
教
育
を
移
行
さ
せ
ま

し
た
。
一
方
で
、
学
校
保
健
に
看
護
が
関
わ
る

重
要
性
を
考
慮
し
、
２
０
１
５
年
に
は
養
護
教

諭
（
一
種
）
を
開
始
し
、
65
名
が
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
学
部
教
育
で
は
、
科
学
性
を
涵
養
す

る
た
め
、
開
学
以
来
実
施
し
て
き
た
健
康
科
学

実
験
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
防
的
家

庭
訪
問
実
習
を
正
規
科
目
と
位
置
づ
け
、
学
生

が
地
域
の
高
齢
者
と
４
年
間
関
わ
る
こ
と
で
、

地
域
志
向
と
長
期
的
な
視
点
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
新

た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
未
来
を
切
り

開
く
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
教
育
の
質
を
高
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
看
護
職
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 2)　
大
学
院
教
育

　

修
士
課
程
は
２
０
０
４
年
の
開
設
後
、
研
究

者
養
成
を
行
う
と
共
に
、
２
０
０
８
年
の
Ｎ
Ｐ

教
育
開
始
時
に
実
践
者
養
成
コ
ー
ス
と
し
、
助

産
師
教
育
、
保
健
師
教
育
、
看
護
管
理
・
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
を
含
め
て
、
修
士
課
程
に
お
け
る

実
践
者
養
成
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
実
践
者

コ
ー
ス
に
は
、
各
々
地
域
枠
を
設
定
し
、
全
国

か
ら
集
ま
る
院
生
と
大
分
県
出
身
者
が
切
磋
琢

磨
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
は
76
人
が
修
了

し
、
そ
の
内
30
名
強
が
大
分
県
内
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
広
域
看
護
学
コ
ー
ス
は
50
名
が
修
了

し
、
そ
の
内
28
名
が
大
分
県
内
で
保
健
師
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
助
産
学
コ
ー
ス
は
61
名

が
修
了
し
、
21
名
が
大
分
県
内
で
就
業
し
て
い

ま
す
。
看
護
管
理
・
リ
カ
レ
ン
ト
コ
ー
ス
は
、

様
々
な
職
場
で
管
理
者
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
方
々
が
共
に
学
び
、
修
了
後
に
日
本
看

護
協
会
の
認
定
看
護
管
理
者
を
取
得
す
る
人
も

い
ま
す
。

　

博
士
号
を
取
得
し
た
人
は
、
26
名
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
は
、
九
州
各
県
の
大
学
で
教
授
・

准
教
授
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
今
後
、
実
践
現

場
の
リ
ー
ダ
ー
に
も
博
士
が
増
え
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

 3)　
研
究
室
の
再
編
と
実
習
室
の
整
備
・
Ｄ
Ｘ
化

　

開
学
後
25
年
経
つ
と
、
草
創
期
の
教
員
が
退

職
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
学
の
了
解
を
得

な
が
ら
、
看
護
学
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
社

会
看
護
学
研
究
室
を
新
設
し
、
成
人
・
老
年
看

護
学
研
究
室
を
成
人
看
護
学
研
究
室
と
老
年
看

護
学
研
究
室
に
各
々
独
立
さ
せ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ

研
究
室
も
新
設
し
、
Ｎ
Ｐ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

改
正
し
て
、
特
定
行
為
を
含
め
て
教
育
が
円
滑

に
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
更
に
、
Ｄ
Ｘ
が

求
め
ら
れ
る
中
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
と
文
科
省
か
ら
の
補
助
金
を
得
て
、
実
習
室

を
大
改
造
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
演
習
の

や
り
方
が
抜
本
的
に
変
わ
り
ま
す
。
今
後
は
、

実
習
記
録
を
含
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
努
め
ま
す
。

 4)　
地
域
へ
の
貢
献
と
国
際
交
流

　

地
域
貢
献
と
し
て
は
、
大
分
県
・
大
分
県
看

護
協
会
・
大
分
大
学
・
大
分
県
看
護
管
理
者
連

絡
協
議
会
と
一
緒
に
、「
中
小
規
模
病
院
等
看

護
管
理
者
支
援
事
業
」
を
２
０
１
７
年
に
興

し
、
以
来
７
年
間
、
コ
ロ
ナ
の
間
も
大
分
県
の

各
地
で
看
護
管
理
者
達
の
集
い
を
持
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
を
毎
年
報
告
会
を
開
い
て
共

有
し
、
看
護
管
理
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

国
際
交
流
は
、
韓
国
蔚
山
大
学
等
の
定
期
交

流
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
大
学
と
も
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
本
学
の
教
員
が
製
品
開
発
を
支
援
し

た
県
内
企
業
が
同
国
に
進
出
す
る
際
に
は
同
行

す
る
な
ど
、
県
が
豊
か
に
な
る
こ
と
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

 5)　

  

同
窓
会
「
四
つ
葉
会
」
の
成
長
と
活
動
の

活
発
化

　

同
窓
生
に
は
終
生
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
付

与
し
、
名
簿
作
成
と
連
絡
が
つ
く
仕
組
み
作
り

を
支
援
し
ま
し
た
。
四
つ
葉
会
は
、
会
と
し
て

母
校
の
学
生
の
学
修
を
奨
励
し
た
い
と
、
今
般

学
部
３
年
生
へ
の
賞
を
新
設
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
令
和
６
年
の
春
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

以
上
、
近
年
の
主
な
取
組
を
示
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
近
い
将
来
、
更
に
大
き
く
花
開
い

て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
、大
分
県
の
看
護
学
の
拠
点
と
し
て
、

看
護
を
科
学
し
、
豊
か
な
未
来
を
拓
い
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
歩
み
を
続
け
ま
す
。
今
ま
で
、

本
学
に
関
わ
り
、
導
き
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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法
人
評
価
委
員
会
に
て「
Ｓ
評
価
」を
獲
得

　

令
和
５
年
７
月
14
日
（
金
）
に
大
分
県
庁
で
大

分
県
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
本
学
の
第
３
期
中
期
計
画
（
Ｈ
30
～
Ｒ
５
）

に
基
づ
く
、
令
和
４
事
業
年
度
の
実
施
状
況
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
５
つ
の
大
項
目

の
う
ち
「
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
」
と
「
業
務

運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
」の
２
つ
で
Ｓ
評
価（
特

筆
す
べ
き
進
捗
状
況
）、
そ
の
他
の
３
つ
の
大
項
目

（「
財
務
内
容
の
改
善
」、「
自
己
点
検
・
評
価
及
び

情
報
提
供
」、「
そ
の
他
業
務
運
営
」）も
Ａ
評
価（
計

画
通
り
）
と
な
り
、
前
年
度
と
同
様
に
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
Ｉ
Ｒ
（InstitutionalResearch

）
の
構
築
、

教
育
の
Ｄ
Ｘ
や
看
護
の
臨
床
判
断
力
や
看
護
技
術

を
高
め
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化
等
に

よ
っ
て
学
習
効
果
を
あ
げ
て
い
る
点
、
過
去
最
高

と
な
っ
た
学
部
卒
業
生
の
県
内
就
職
率
、
大
学
機

関
別
認
証
評
価
で
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
評
価

さ
れ
た
点
、
教
育
の
充
実
及
び
教
員
の
負
担
の
平

等
化
の
た
め
に
全
学
の
合
意
の
も
と
に
研
究
室
編

成
を
変
更
し
た
点
、
研
究
に
よ
る
地
域
医
療
へ
の

貢
献
、
外
部
資
金
の
獲
得
、
学
内
の
良
好
な
雰
囲

気
づ
く
り
や
教
員
の
よ
り
良
い
進
路
選
択
へ
つ
な

げ
る
た
め
、
学
長
が
適
宜
個
人
面
談
を
実
施
し
て

い
る
点
等
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

学
生
や
地
域
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
に
な
る
よ

う
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、

積
極
的
に
改
善
や
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

大 学
の 今

卒
業
生
の
就
職
進
路
動
向

　

令
和
４
年
度
の
就
職
進
路
状
況
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。
学
部
卒
業
生
74
名
の
81
・
１
％

が
就
職
し
、
17
・
6
％
が
進
学
し
ま
し
た
。
県

内
就
職
率
は
例
年
50
％
程
度
で
す
が
、
今
回
は

60
・
0
％
と
過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。
主
な

就
職
先
は
、
実
習
病
院
で
あ
る
大
分
県
立
病
院

や
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
大
分
赤
十
字

病
院
、
ま
た
、
地
域
医
療
を
担
う
厚
生
連
鶴
見

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
・
進
路
支
援
委
員
会
で
は
、
学
生
自
身

で
適
切
に
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
入
学
早

期
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
県
内
施
設
の
卒

業
生
や
看
護
部
長
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
看
護

実
践
の
醍
醐
味
や
県
内
施
設
の
魅
力
を
継
続
的

に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
、
県
内
病
院
の
元
看
護
管
理
者

で
あ
る
「
就
職
相
談
員
」
に
よ
る
学
生
全
員
の

個
別
面
談
や
進
路
別
模
擬
面
接
を
行
う
な
ど
、

学
生
が
持
つ
進
路
の
悩
み
や
迷
い
に
対
応
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
導
入
し
た
１
年
生
へ
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
感
想
を
み
ま
す
と
、「
大
規
模

な
病
院
と
と
も
に
地
域
医
療
を
提
供
す
る
身
近

な
病
院
も
視
野
に
い
れ
、
自
分
の
希
望
す
る
就

職
先
を
早
い
段
階
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
」
な

ど
意
欲
的
な
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

本
学
の
学
生
一
人
一
人
が
県
民
の
医
療
を
支
え

る
専
門
職
と
し
て
、
未
来
に
希
望
を
も
っ
て
活

躍
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

令和４年度　卒業生進路状況　（令和５年３月31日現在）

【学　部　生】

１　卒業生の状況（74名）
就 職 60名 81.1％
進 学 13名 17.6％
未 定 1名 1.3％

２　就職先内訳
 （１）地域別

大 分 県 内 36名 60.0％
（県内出身者 31名＋県外出身者 5名）

大 分 県 外 24名 40.0％
（県内出身者8名＋県外出身者16名）

計 60名 100.0％

 （２）就職先
独立行政法人等 27名 45.0％
都 道 府 県 ８名 13.3％
市 町 村 ３名 5.0％
民 間 22名 36.7％
そ の 他 0名 0.0％

計 60名 100.0％

大 分 県 内

大分大学医学部附属病院、大分県立病院、アルメイダ病院、井
野辺病院、大分岡病院、大分赤十字病院、厚生連鶴見病院、天
心堂へつぎ病院、別府発達医療センター、リバーサイド病院、
大分県教育委員会（さくらの杜高等支援学校）ほか

大 分 県 外

国立がん研究センター、国立成育医療研究センター、昭和大学附属
江東豊洲病院、東京大学医学部附属病院、虎の門病院、日本医科
大学附属病院、明理会中央総合病院、湘南鎌倉総合病院、山梨県
立中央病院、名古屋大学医学部附属病院、大阪母子医療センター、
公立豊岡病院、呉共済病院、九州医療センター、産業医科大学病院、
浜の町病院、福岡市立こども病院、佐賀県中部病院、済生会熊本病院、
和歌山県立熊野高等学校、大町町立大町ひじり学園

３　進学先内訳
　大分県立看護科学大学大学院　８名
　（広域看護学コース５名、助産学コース３名）
　宮崎県立看護大学大学院　１名
　熊本大学教育学部養護教諭特別別科　２名
　西南女学院大学　助産別科　１名
　熊本看護専門学校　１名
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■�オープンキャンパスを開催しました
　７月15日（土）にオープンキャンパスを
開催しました。４年ぶりの対面開催とな
り、高校生234名、保護者141名、計375名が
来校されました。大学の紹介や入試説明、
模擬授業、キャンパスツアー等にご参加
いただきました。暑い中でしたが、多数の
参加を得て、感謝しています。

■�韓国の蔚山大学の学生が大分を訪問
しました（学生交流プログラム）

　７月17日～ 21日の５日間、韓国の蔚山
大学から学生６名、教員２名が大分を訪
問しました。本学では、キャンパスツアー
やウェルカムランチの後、２年生約30名
との学生交流会を行いました。また、地域
の医療福祉施設の見学や湯布院観光など
を体験し、本学の学生・教員とも交流を
深めることができました。

■�韓国の蔚山大学を訪問しました
（学生交流プログラム）
　８月21日～ 25日の５日間、本学の学生
６名と教員２名が、韓国蔚山大学を訪問
しました。現地では、病院などの医療福祉
施設を見学し、日韓の医療福祉現場の相
違を学びました。また滞在期間中は、１ヶ
月ぶりに再会した蔚山大学の学生との交
流を深めました。４年ぶりの学生交流プ
ログラムでしたが、韓国の皆さんが温か
く迎えてくださり、充実した５日間を過
ごすことができました。

■�本学の消防応援隊が「救急の日」
及び「救急医療週間」に伴う街頭
啓発活動に参加しました

　本学の消防応援隊の学生５名が、「救急
の日」の前日、９月８日（金）の朝７時30分
から１時間、大分駅前広場において「救急
の日」及び「救急医療週間」に伴う街頭啓
発活動に参加しました。大分市消防局や
大分市消防団などと協力して、市民に対
する呼びかけやリーフレット等の配布を
行いました。

■第25回看護国際フォーラムを開
催しました

　10月28日（土）に第25回看護国際フォー
ラムを大分県看護協会と共催で、オンラ
インにて開催し、全国から227名の方々に
ご参加いただきました。「看護の未来を拓
く起業という視点-地域における看護実
践から-」をテーマに、吉江悟先生（一般社

団法人NeighborhoodCare代表理事）、
川添高志先生（ケアプロ株式会社代表取
締役）、サリット・オルロフスキー先生（米
国ペース大学看護学部准教授,在宅医療
サービスSterlingCare,Director）を講
師に迎えました。地域の健康問題を解決
するための看護師による「起業」の実際、
今後の展望や課題等について講演いただ
き、看護の可能性や起業という選択肢に
ついて考える貴重な場となりました。

［トピックス］

　「未来応援基金」は、大分県立看護科学大学創
立20周年を契機に、学生の学業の継続や地域と
の連携、国際化・グローバル化への対応等、学生・
大学院生の活動を支援するために設置された基
金です。
　確かな看護の力で地域の保健医療を牽引し、
より良い社会を創造する看護職を育成するため
に、皆さまの温かいご支援を心からお願い申し
上げます。

使　途
　皆さまからいただいたご寄附は、学生・大学
院生の支援のため、下記事業に活用させていた
だきます。
（1）学業の継続（奨学金の給付、授業料等の減免等）
（2）�地域連携（地域貢献活動への支援、地域の保

健医療機関での研修支援、自治体・地域・企
業と連携した研究教育等）

（3）�国際化・グローバル化への対応（短期留学、
国内外での活動、研修派遣等）

（4）�その他、基金の目的達成に必要な学生・大学
院生の活動支援
寄附金額

　金額は特に定めておりませんが、１口1,000
円として何口でも可能です。
　基金の趣旨にご賛同くださる方ならどなたで
もご寄附いただけます。
ご寄附の方法

　大学ホームページ（https://www.oita-nhs.
ac.jp）掲載のフォームからお申し込みいただく
か、本学事務局まで電話にてご連絡をお願いし
ます。

お問い合わせ先
大分県立看護科学大学未来応援基金事務局

（大学事務局総務グループ内）
TEL：097-586-4300（代表）
FAX：097-586-4370
E-mail：somu@oita-nhs.ac.jp

Information［お知らせ］

「未来応援基金」
ご寄附のお願い
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卒
業
生
・
修
了
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

こ
の
度
は
、大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
創
立

25
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
看
護
職
の
育
成
、地
域
貢
献

の
功
績
を
た
た
え
、関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

25
年
前
、１
期
生
と
し
て
入
学
し
、緑
輝
く
自

然
の
中
、真
新
し
い
校
舎
で
仲
間
た
ち
と
楽
し

く
、時
に
は
困
難
に
向
き
合
い
な
が
ら
看
護
を

学
ん
だ
日
を
、昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

し
ま
す
。

　

先
生
方
に
は
、根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
、人
間

の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
素
晴
ら
し
さ
を
丁
寧
に

ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
思
え
ば
、個
性
の

あ
る
や
ん
ち
ゃ
な
１
期
生
を
ど
の
よ
う
に
育
て

よ
う
か
と
悩
み
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
、悩
ん
だ
と
き
に
は
寄
り
添
っ
て
ご
指

導
い
た
だ
い
た
こ
と
、本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
自
身
は
、大
学
卒
業
後
、大
分
県
済
生
会
日

田
病
院
に
看
護
師
と
し
て
２
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
に
変
わ
っ
た
頃
で
す
。医
療
現
場

で
も
素
晴
ら
し
い
先
輩
、仲
間
と
出
会
い
、チ
ー

ム
で
看
護
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。そ
し
て
、看
護
行
為
の
責
任
の
重
さ
と
、患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
は
、宇
佐
郡
院
内
町

役
場
に
保
健
師
と
し
て
入
職
し
、市
町
村
合
併

に
よ
り
宇
佐
市
職
員
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

25
年
前
に
比
べ
る
と
、少
子
高
齢
化
を
は
じ

め
と
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
受
け
、私
た
ち
の
暮

ら
す
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
は
、各
種
保
健
事
業
の
実
施
体
制
の
変
更

が
必
要
に
な
り
、市
民
の
方
か
ら
も
不
安
や
戸

惑
い
の
声
も
聞
か
れ
、ま
ち
全
体
が
元
気
の
な

い
雰
囲
気
に
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
で

は
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、お
だ
や
か

な
気
持
ち
で
、住
み
慣
れ
た
好
き
な
場
所
で
、幸

せ
に
過
ご
し
た
い
と
い
う
誰
も
が
持
つ
願
い
は

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
願
い
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
、先
輩
が
築
い
た
公
衆
衛
生
看

護
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、こ
れ
ま
で
出
会
っ
た

方
や
出
来
事
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

尊
敬
す
る
先
輩
と
後
輩
や
地
域
の
組
織
、関
係

機
関
の
皆
さ
ん
と
、宇
佐
市
の
人
々
の
健
康
保

持
・
増
進
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
の
先
生

方
を
始
め
、関
係
者
の
皆
様
、日
本
全
国
、海
外

で
ご
活
躍
の
同

窓
生
の
皆
様
、

学
生
の
皆
様
の

今
後
の
ご
健
勝

と
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈

り
し
、お
祝
い

の
こ
と
ば
に
か

え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

私
は
今
、大
分
市
に
あ
る
精
神
科
単
科
の
大

分
下
郡
病
院
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。今
年
３
月

に
第
２
子
を
出
産
し
た
た
め
、現
在
、育
児
休
業

中
で
す
。

　

学
部
１
期
生
と
し
て
卒
業
後
は
、地
元
に
近

い
県
外
の
急
性
期
総
合
病
院
に
就
職
し
、新
人

看
護
師
か
ら
看
護
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。中

堅
に
な
っ
て
患
者
・
家
族
の
精
神
的
ケ
ア
、看

護
師
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
模
索
し
て

い
た
と
こ
ろ
、縁
あ
っ
て
母
校
の
助
手
と
し
て

看
護
基
礎
教
育
に
携
わ
る
機
会
を
頂
き
、そ
の

後
、精
神
保
健
看
護
学
を
専
攻
す
る
た
め
に
日

本
赤
十
字
看
護
大
学
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学

し
ま
し
た
。都
内
の
精
神
科
病
院
で
の
実
習
や

ゼ
ミ
を
通
し
て
、修
了
後
は
大
分
で
精
神
科
看

護
に
従
事
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、約
10
年
前

に
現
在
の
勤
務
先
に
入
職
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
急
性
期
病
棟

に
配
属
さ
れ
戸
惑
い
や
葛
藤
の
日
々
で
し
た

が
、当
院
の
教
育
シ
ス
テ
ム
や
同
僚
、上
司
、仲

間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
勤
続
し
、病
棟
副
師
長
、

病
棟
師
長
を
経
験
す
る
中
で
日
本
看
護
協
会
の

精
神
看
護
専
門
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。そ
の
後
、結
婚
、出
産
し
、第
１
子
の
育
休
明

け
か
ら
、看
護
部
長
室
付
看
護
師
長
と
し
て
勤

務
し
ま
し
た
。配
属
当
初
は
、ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ

の
第
３
波
の
中
に
あ
り
、治
療
法
も
ワ
ク
チ
ン

も
確
立
し
て
い
な
い
状
況
で
、当
院
も
コ
ロ
ナ

対
策
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、発
展
的

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
委
員
会

を
組
織
化
し
、対
策
本
部
を
置
い
て
役
割
ご
と

に
班
構
成
し
ま
し
た
。私
は
専
門
看
護
師
と
し

て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
班
を
お
き
、職
員
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、相
談
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

当
院
の
強
み
は
、職
員
同
士
の
顔
が
み
え
る

関
係
性
が
あ
り
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、い
ざ

と
い
う
時
の
底
力
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、段
取
り
が
複
雑
だ
っ
た
職
員
・
患
者
向
け

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
、ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
も
、

ほ
ん
と
う
に
大
変
で
し
た
が
、皆
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
尽
力
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
部
長
室
で
は
、と
に
か
く
様
々
な
情
報

が
行
き
交
い
ま
す
。患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
対

応
に
つ
い
て
の
報
告
や
相
談
、職
員
に
関
す
る

教
育
的
相
談
、勤
務
や
福
利
厚
生
の
調
整
相
談
、

設
備
環
境
に
関
す
る
報
告
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。ま
た
、看
護
部
は
組
織
一
の
大
集
団
で
す

か
ら
、他
部
門
と
の
情
報
共
有
や
調
整
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。過
去
、野
生
の
猿
の
出
没
情
報
に
対

応
す
る
ほ
ど（
！
）に
多
種
多
様
な
事
象
が
起
こ

り
、心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
耳
を
傾
け
る
と
き
に
心
が
け
て
い
る
の

は
、自
分
は
何
を
感
じ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、相

手
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ど
う
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
、そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
、そ
の
背
景
や
文
脈
を
考
え
る
こ
と
で
す
。ま

だ
ま
だ
未
熟
で
落
ち
込
む
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、今
ま
で
築
い
て
き
た
関
係
性
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
基
に
、ラ
イ
フ
と
ワ
ー
ク
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
つ
つ
、専
門
的
実
践
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇佐市役所に勤務している同窓生と一緒に
（右から2番目が筆者）

宇佐市保健師
健康課　副主幹

池田　夕美絵

医療法人同仁会
大分下郡病院

看護師長

中井　亜弥子
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せ
ん
妄
の
評
価
ス
ケ
ー
ル
と
看
護
ケ
ア
の
開
発
に
つ
い
て

研 究 紹 介

　4年間の看護学実習を終えて、たくさんの対象者やその家族への看護を見
て、実践することができ、その中で看護の在り方を考え、自身の看護師像を作
り上げることができました。
　印象に残っているのは、訪問看護ステーションでの実習です。たくさんの
方々の在宅看護を見学させていただいた中で、私が普段、普通に生活を送っ
ているように、対象者にもそれぞれの生活があり、その生活の中に医療や訪問
看護があることを痛感しました。そして、受け持ち患者さんの看護展開を通し
て、その人の生活をより良くするための看護として、その看護がその人らしさ
を阻害しないように介入していくことこそが看護の在り方なのではないかとい
う考えに至りました。だからこそ、看護計画を立て、実施する際には個別性や
発達段階、その人らしさを加味することが必要不可欠であるのだと、これまで
の学びと結びつけることができ、4年間の学びがより深まった実習でもありま
した。
　今後、看護を実践する上で大切にしたいことは、人それぞれの普通を大事
にすることです。その人がその人の普通の生活を送っている中で、看護師がそ
の人なりの普通を理解することで、生活の一部としての
医療が成り立つのではないかと考えました。当たり前の
ことかもしれませんが、これからもこの気持ちを忘れず
に、その人の普通を理解することで患者さんに寄り添っ
た看護を実践できるようにしたいです。

　私は、４年間の実習の中で総合看護学実習が最も印象に残っていま
す。この実習は、実習施設や実習目的・内容を全て自分で決め、積極的
に行動することが求められます。これまでの実習はCovid-19の影響に
より、紙面上であったり、臨地でも時間制限があったりと、患者さんに
対する直接的なケアを行うことができませんでした。そこで、ケアや指
導を全てしたいと思い、担当看護師と相談しながら行いました。私は消
化器の周術期の患者さんを受け持たせていただきました。その方は、術
後順調に回復していましたが、段階的に食事形態を変えた際に食欲低
下が起こっていました。その際、看護師の方は、炎症や痛みの緩和だけ
でなく、心理面を考え、患者本人に合わせた食事の提案を行っていまし
た。このことから、痛みの緩和や合併症予防だけでなく、患者本人の思
いを聞き、寄り添いながらケアを行うことが看護師の重要な役割である
と改めて感じました。また、手術室での実習や外来実習、退院前カンファ
レンスにも参加することができました。これにより、様々な視点から患
者さんを捉えることができたと考えます。
　４年間の実習を終え、患者本人の思いや個別性
に合った看護について学ぶことができました。今後
さらに細かな知識や技術を身につけ、患者さんの気
持ちに寄り添える看護師になりたいと思います。

看護学実習を終えて

４年次生　亀井　愛理 4年次生　丹田　実莉

　

せ
ん
妄
は
、病
気
の
影
響
に
よ
る
身
体
的

要
因
や
不
安
な
ど
の
精
神
的
要
因
、生
活

環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
一
過

性
の
急
性
脳
機
能
障
害
で
あ
り
、入
院
患

者
の
20
～
30
％
に
発
症
し
ま
す
。せ
ん
妄
の

主
要
症
状
に
は
、注
意
障
害（
会
話
に
集
中

で
き
な
い
な
ど
）、睡
眠
覚
醒
リ
ズ
ム
障
害
、

思
考
の
障
害（
入
院
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
る
な
ど
）が
あ
り
、患
者
の
苦
痛

体
験
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、せ
ん
妄
は

症
状
や
重
症
度
が
日
内
変
動
す
る
た
め
、

評
価
を
繰
り
返
し
行
う
必
要
が
あ
り
、簡

便
な
評
価
ス
ケ
ー
ル
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
、主
に
集
中
治
療
室（
I
C
U
）患

者
用
せ
ん
妄
評
価
ス
ケ
ー
ル
を
開
発
・
検

証
し
て
き
ま
し
た
。I
C
U
で
は
、患
者
が

人
工
呼
吸
で
発
語
で
き
な
い
な
ど
、せ
ん
妄

評
価
が
特
に
難
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

妥
当
性
が
検
証
さ
れ
た
せ
ん
妄
評
価
ス

ケ
ー
ル
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た

め
、３
種
類
の
日
本
語
版
I
C
U
せ
ん
妄

評
価
ス
ケ
ー
ル
の
活
用
可
能
性
を
調
べ
る

と
と
も
に
、患
者
へ
の
評
価
負
担
が
少
な

い
ス
ケ
ー
ル
を
特
定
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

ス
ケ
ー
ル
は
、日
本
集
中
治
療
医
学
会
の

せ
ん
妄
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
J

－

P
A
D

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

2
0
1
4
）で
せ
ん
妄
評

価
の
標
準
ス
ケ
ー
ル
に
指
定
さ
れ
、日
本
で

の
利
用
状
況
が
合
わ
せ
て
91
％（
日
本
版

敗
血
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
2
0
）

に
の
ぼ
り
、広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
は
せ
ん
妄
看
護
ケ
ア
の
開
発

も
行
っ
て
い
ま
す
。J

－

P
A
D
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、看
護
職
に
よ
る
独
自
の
ケ

ア
が
不
明
確
で
し
た
。そ
こ
で
、せ
ん
妄
患

者
に
出
会
う
こ
と
の
多
い
急
性
・
重
症
患

者
看
護
専
門
看
護
師
の
活
動
を
調
査
し
、

日
本
の
看
護
師
が
I
C
U
や
病
棟
で
行
っ

て
い
る
せ
ん
妄
ケ
ア
の
要
素
を
抽
出
し
ま

し
た
。看
護
師
は
、せ
ん
妄
の
予
防
・
発
症

中
・
離
脱
後
の
す
べ
て
の
時
期
で
、せ
ん

妄
要
因
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
管
理
的
ケ
ア

（
基
盤
的
要
素
）、認
知
と
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
ケ
ア（
核
心
的
要
素
）、さ
ら
に
、家

族
の
力
を
促
す
ケ
ア（
補
完
的
要
素
）を
通

し
て
患
者
の
生
活
を
た
て
な
お
す
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、状
況
に
よ
っ

て
刻
々
と
変
化
す
る
生
活
者
の
ニ
ー
ド

（
生
理
的
、安
全
、所
属
と
愛
、尊
重
、自
己

実
現
の
ニ
ー
ド
）を
看
護
師
が
追
求
し
、そ

れ
に
基
づ
い
て
基
本
的
看
護
ケ
ア
を
行
う

こ
と
が
、患
者
の
生
活
を
た
て
な
お
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、せ
ん
妄
ケ
ア
と
し
て
機

能
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し

た
。こ
の
研
究
は
、I
C
U
と
一
般
病
棟
患

者
へ
の
具
体
的
な
ケ
ア
を
示
し
た
せ
ん
妄

ケ
ア
リ
ス
ト（
V
e
r
．１
）（
日
本
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
会

2
0
2
0
）の

作
成
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。私
は
、そ
の
せ

ん
妄
ケ
ア
委
員
会
の
担
当
理
事
と
し
て
作

成
に
関
わ
り
、現
在
は
委
員
と
し
て
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
ん
妄
の
発
症
因
子
に
は
高
齢
や
認
知

機
能
低
下
が
あ
り
、大
分
県
で
も
せ
ん
妄

患
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
た

め
、私
は
、本
学
で
、せ
ん
妄
ケ
ア
の
考
え

方
を
ふ
ま
え
て
生
活
者
の
ニ
ー
ド
を
追
求

す
る
と
共
に
、臨
床
で
ケ
ア
で
き
る
知
識
・

技
術
・
態
度
を
備
え
た
看
護
師
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

成人看護学研究室
教授　古賀  雄二
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看科大［23号］クイズ･プレゼント

本学は、1998年4月に開学し今年
で○○周年を迎えました。

〇の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５
までを記載して、メール（koho@oita-nhs．ac．jp）
でご応募ください。正解者の中から抽選で３名様
に図書カード（2,000円分）をプレゼントします。
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問�題

★助成事業を実施しました★

　後援会は、大学の事業の援助、学生の福利厚生の増進
などを目的とし、学生活動の助成事業などを行っていま
す。コロナ禍による制限もようやく緩和され、盛り上が
りを見せてきた学生活動に対する助成を紹介いたします。

（１）若葉祭
　４年ぶりの開催となった大学祭。様々な企画や模擬店
が出て賑わいました。ステージイベント等に要した経費
を支援しました。

（２）国際交流活動
　こちらも４年ぶりの開催となった国際交流プログラム。
韓国、蔚山大学の学生が本学を訪問しました。学生交流
会に要した経費を支援しました。

（３）サークル活動
　活動が盛んになってきたサークル活動。新たに設立され
たバドミントンサークル、ダンスサークル。そして、軽音
サークル、裏千家茶道部、ボランティアサークル等々。各
サークル活動に要する経費を支援しました。

★事務局担当者のひとりごと★
　常にコロナ禍の下にあった学生の皆さん。コロナが
あったからこそ当たり前の日常がより大切に感じます
ね。充実した大学生活が過ごせるよう、皆さんの様々な
チャレンジを応援しています。（・∀・）ガンバレー

お問い合わせ
�大分県立看護科学大学後援会事務局
�（大学事務局教務学生グループ内）
�TEL：097-586-4300（代表）　FAX：097-586-4370
�E-mail：info@oita-nhs.ac.jp

大分県立看護科学大学後援会からのお知らせ

Schedule［スケジュール］

※スケジュールは、変更になる場合があります。

看護ひとくち
メモ
歯の健康は、身体の健康

　生活習慣病予防のためには、日々の食生活の中でいろんな
栄養素をバランスよく摂ることが重要です。そして、栄養素
を効果的に体に取り入れるには、健康な歯が欠かせません。
自分の歯で何でも噛めるということは、食生活を豊かにする
と同時に、健康の維持・増進、病気の予防にも繋がります。

【目標とする歯の状態とは】
・80歳になっても自分の歯を20本以上保つこと
・60歳で自分の歯を24本以上保つこと
・40歳で自分の歯をすべて保つこと

【歯周病を予防するためには】
・食後30分以内に歯を磨く
・ブラッシングは、柔らかい歯ブラシを使用し、３分以
上かけて小刻みに磨く
・歯ブラシと合わせて、デンタルフロスや用途に合わせ
たブラシも活用する
・歯科で定期的に歯石を除去する
・虫歯を放置せずに治療をする

　近年のさまざまな研究から、　⑴歯周病によって噛む機
能が低下すると肥満になりやすい　⑵歯周病の原因菌であ
る歯周病菌が血管に入ると血糖値をコントロールするイン
スリンの働きが悪くなり、糖尿病を悪化させる　⑶逆に肥
満や糖尿病の人は歯周病を発症しやすく、しかも重症化し
やすい、などメタボリックシンドロームと歯周病は、相互に
影響し合いながら、互いを悪化させることがわかってきま
した。歯周病を予防するために日々のセルフケアを大切に
し、自分では解決できない部分はプロフェッショナルケア
（歯科でのケア）で歯の健康を保ちましょう。

1月 13日㈯・14日㈰
16日㈫～26日㈮

大学入学共通テスト
基礎看護学実習（１年次生）

2月 ８日㈭
９日㈮
11日㈰
25日㈰

26日㈪
29日㈭

助産師国家試験
保健師国家試験
看護師国家試験
一般選抜試験（前期）、私費外国人
留学生選抜試験
進級試験（２年次生）
大学院研究計画報告会（研究・広
域・リカレント）

3月 １日㈮
１日㈮
１日㈮
12日㈫
18日㈪

春期休業開始（４月７日まで）
大学院修士・博士修了判定
大学院研究成果報告会
一般選抜試験（後期）
卒業式・修了式

4月 ８日㈪
９日㈫
10日㈬

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション

5月 ７日㈫～31日㈮

17日㈮
18日㈯・19日㈰

地域看護学実習、在宅看護論実習
（４年次生）
キャンパスクリーンデー
若葉祭

6月 ６日㈭
10日㈪～28日㈮
19日㈬
29日㈯

大学進学説明会
総合看護学実習（４年次生）
開学記念日
大学院説明会


